
現場実習のねらい・目的
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本校の「進路指導の流れ」について

個別懇談２－２
⇒現場実習評価、進路希望について

個別懇談３－２
⇒現場実習結果、進路先確認

学年懇談３－３
⇒卒業後の動き、申請、手続きについて

個別懇談３－３⇒進路先最終確認

学年懇談３－２
⇒現場実習についての説明、確認

個別懇談３－１
⇒進路および現場実習についての確認

学年懇談２－４
⇒現3年生進路決定状況の説明
　新3年生進路決定までの流れ

★個別懇談２－３⇒3学年進路方向性の決定

学年懇談２－２
⇒現場実習についての説明
学年懇談２－３
⇒現場実習について（詳細）

個別懇談２－１
⇒進路希望確認

学年懇談３－１
⇒１年間の予定、実習先、進路先決定までの流れ説明

学年懇談２－１
⇒1年間の進路指導の流れ説明

学年懇談１－４⇒現3年生進路決定状況の説明
　　　　　　　　新2年生進路指導の流れ

個別懇談１－２⇒進路希望について確認

学年懇談１－３
⇒第2回進路希望調査についての説明

個別懇談１－１
⇒現場実習評価
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学年懇談１－２
⇒現場実習についての説明

三者懇談
⇒進路について本人、保護者の希望

学年懇談１－１
⇒3年間の進路指導の流れ、第1回進路希望調査説明

個々の生徒の状況や必要に応じて、実際

的な職場や生活の場での実習を行う。 

主体的、自覚的に卒業後の進路選択、決

定をするための判断要素の一つとする。 

 

現場実習 ステップ２＋α 

１～２週間程度 

1年次の経験を基に実習先を選択・決定する。

実際的な職場での実習を通し、働くことの意

義、仕事を行う上で必要な事柄について理解

を深める。 

肯定的、客観的な自己理解を深め、主体的、

自覚的に卒業後の進路選択、決定をするため

の判断要素の一つとする。 

 
 

 

現場実習 ステップ２ 
３週間（単独・グループ・引率・自宅単独） 

実際的な職場での仕事の経験を通して、働く

ことの意義や喜びを感じる。自分の良さや課

題等、肯定的、客観的な自己理解を促す。 

 

 

現場実習 ステップ３（前提実習） 

２～3週間〔福祉的就労〕 

4週間程度 〔一般就労〕 
（自宅・ＧＨ・宿泊型自立訓練などより） 

現場実習 ステップ２＋α 

１～２週間程度 

第３回 進路希望調査 

 

 

個別懇談会２－１ 

学年懇談会２－２・３ 

★個別懇談会２－３ 

個別懇談会２－２ 

現場実習 ステップ２ 

３週間（単独・グループ・引率・自宅単独） 

職場見学会 

個別懇談会１－２ 

入  学 

第１回 進路希望調査 

第２回 進路希望調査 

三者懇談会１－１ 

学年懇談会１－２ 

個別懇談会１－１ 

学年懇談会１－３ 

 

 

現場実習 ステップ１ 

学年懇談会１－４ 

事前学習 

事後学習 

事前学習 

事後学習 

学年懇談会２－４ 

学年懇談会３－３ 

現場実習の振り返り 

個々の生徒との「こんだん」 

現場実習の振り返り 

個々の生徒との「こんだん」 

現場実習の振り返り 

個々の生徒との「こんだん」 

職業的重度判定（障害者職業センターと連携） 

職業相談（ハローワークと連携） 

卒   業 

 

 

一般就労 福祉的就労 進学 

個別懇談会３－１ 

個別懇談会３－２ 

個別懇談会３－３ 

学年懇談会３－２ 

現場実習 ステップ３（前提実

習） 

２～３週間〔福祉的就労〕 

4週間程度 〔一般就労〕 

待機申請（各市区町村 福祉課と連携） 
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学年懇談会１－１ 学年懇談会２－１ 学年懇談会３－１ 

事前学習 

事後学習 

現場実習 ステップ１ 
２週間（学校より引率） 

1年次、2年次の経験や成長を踏まえつ

つ、卒業後の生活を見据え、より実際的

な環境で仕事、生活を行う。 

卒業後の雇用、事業所利用について、そ

の判断をいただく。 


